
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７８９回例会（２０１５年４月２３日）の記録 

＜ロータリーソング＞ 

♪朧月夜♪ 

＜ビジター紹介＞ 

ショウ ミンツンさん（米山奨学生） 

チェ スンチョンさん（ゲストスピーカー） 

パン チェンイーさん（ゲストスピーカー） 

＜会長挨拶＞           高尾 修会長 

 Ｒ・Ｏ・Ｔ・Ａ・Ｒ・Ｙについて 

４月のロータリーの友に「Ｒ・Ｏ・Ｔ・Ａ・Ｒ・Ｙ」

について、第２７８０地区横須賀ＲＣの渡辺治夫ガ

バナーがお話されていたことを述べさせて頂きます。

「Ｒ」は、rejoice（喜ぶ） 例会に出席出来ること

を喜ぶことです。例会は会員が集うことで信頼感を

高められ、そして人生学や職業倫理を学べるのです

から。「O」は、offer (提供する) 戦略計画は３つの

優先項目を掲げ１６の目標を定めています。また、

奉仕活動には「６つの重点分野」があります。①平

和と紛争防止/紛争解決、②疾病予防と治療、③水と

衛生、④母子の健康、⑤基本的教育と識字力向上、

⑥経済と地域社会の発展、を提供することです。 

「Ｔ」は、three major obligations (三大義務) ロー

タリアンの三大義務は①会費の納入、 

②例会出席、③ロータリー雑誌の購読です。私はこ

の「義務」を、ロータリーを楽しむために実行しま

す。「Ａ」は、activity（活動） ロータリーの五大

奉仕、職業奉仕、クラブ奉仕、社会奉仕、国際奉仕、

青少年奉仕を実践します。ロータリアンの喜び、楽

しさは、活動の中で感じるものだと思います。「Ｒ」

は、resources(財源) ロータリー奉仕活動の「財源」

は、ロータリー財団です。ロータリー財団は、クラ

ブや地区に補助金を提供し、ポリオの撲滅や世界平

和を推進します。そのために私たちの寄付が必要で

す。「Ｙ」は、yes(その通り) ロータリアンの言行は

「四つのテスト」の全てに「yes」と答えられるもの

でなければなりません。１．真実かどうか ２．み

んなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．み

んなのためになるかどうか。これらに「yes」と答え

られるようにしていきたいと存じます。ロータリア

ンであることに感謝し、これらのことに誠心誠意、

取り組んでいきたいと思います。 

＜ピアノ演奏＞         近藤 美里さん 

1. Ｓｉｎｇ 

2. 青春の輝き 

3. めぐりあい 

＜幹事報告＞          木下 吉宏幹事 

1. ロータリーフェスティバルに参加される会員様

に地区からの最終連絡（パレード開催マニュア

ルを含む）をＥメール添付で送っておりますの
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で、ご確認をよろしくお願い致します。 

2. ともしび会よりニュースレターが届きましたの

で回覧致します。 

3. 来週３０日は例会休会ですのでお間違いのない

ようお願い致します。 

＜委員会報告＞ 

＊米山奨学生カウンセラー    藤田 芳浩会員 

2015年度米山奨学生 ショウ ミンツンさん紹介 

 

＜出席報告＞       山下 聰一郎出席担当 

会員数（内出席免除会員 ４名）     ２３名 

本日の出席者数（内出席免除会員 １名） １５名 

本日の出席率           ７１．４３％ 

前々回の修正出席率        ８５．７１％ 

＜ＳＡＡ報告＞        水本 徹副ＳＡＡ 

＊スマイルボックス 

西本・山下会員：コメントなし 

＊ロータリー財団 

藤田会員：関大留学生、崔さん・潘さんようこそ。 

高尾・相原・山下会員：コメントなし 

＊米山記念奨学会 

藤田会員：米山奨学生、肖君ようこそ 

     楽しんで下さい。 

小山会員：肖さん、関大の留学生の皆さんようこそ。 

山本（友）会員：肖さん、ようこそ。 

高尾・西本・野﨑・山本（雅）・山下会員： 

コメントなし 

＊ラオス基金 

藤田会員：昨日のゴルフ、天気が良く日焼しました。 

高尾・相原・山下会員：コメントなし 

＊メイプル基金 

高尾・藤田・水島会員：山本友亮会員卓話よろしく。 

水本会員：老眼鏡を忘れ、とても不便です。 

西本会員：春らしくなって来ました。 

山本（友）会員：崔さん、潘さんいらっしゃいませ。 

       今日はありがとうございます。 

岸上・野﨑・山下会員：コメントなし 

＜卓話＞            山本 友亮会員 

「 三度（みたび）留学生を招いて 」 

１．関西大学社会学研究科 2年次生  

崔昇天（チェスンチョン）さん 韓国出身 男性 

「皆さん、こんばんは。 

大阪心斎橋ロータリークラブ、関西大学大学院の

チェ・スンチョンと申します。 

昨年 11月 27日、私はこの場で、「私は今何色のス

ーツを着ていますか？」という問いかけから始め、

スピーチをさせて頂きました。その後、12 月 18 日

のクリスマス家族会にお招きいただき、そして本日

再びこの場にお招き頂きまして誠に光栄に存じます。 

 本日は、私が韓国から日本へ来るまでの過程など

を含め、私のお話をさせていただきたいと思います。 

“日本で経営学を学びたい。人的資源管理について

学びたい。”そう思ったのは、2008年 10月私が兵役

義務のために軍隊へ入隊し、陸軍訓練所で兵士達を

統括する教官として 2年間を終えた頃でした。 その

2 年間は訓練をさせる側の教官に任命され、大勢の

兵士達に訓練をさせていました。その中で、特に痛

感させられたことがありました。それは、“個々の力

は微力であるが、集まると大きな力を発揮できる”

ということでした。 

 全く同じ性格や人格を持っている人はいない、そ

れぞれに個性があり、それぞれに合わせた管理方法

が必要であるということ、また個々が社会に携わる

上で必要な協調性をどのように教え伝えていくかと

いうことを、教官という立場であったからこそ、そ

ういった視点を元に人という資源に深い関心を持つ

ようになりました。人的資源管理は、経済を発展さ

せ、あらゆる人々が順応できる社会を考えていく中

で、特に重要な分野であると考え、探究したいと考

えるようになりました。 

 戦後急速に社会が発展し、変貌を遂げた日本にお

いて、当時の人的資源管理と、今日のグローバル化

において必要かつ重要な人的資源管理を学びたい、

そう思った私は、大学時代に専攻としていた経営学

を更に深く学びたい、自分の視野をさらに広げたい

と考え、兵役満了後日本留学を決意し、2011年 9月

日本へ参りました。 

 日本へ来るまでの過程はそう簡単ではありません

でした。あまり裕福ではない家庭であったため、両

親からの支援がない状況で、私は軍隊を除隊してか

ら 1 年間、日本語教師、免税店の職員、バーテンダ

ー、この 3 つの仕事と日本語の勉強を並行しつつ、

日本へ来るための準備を始めました。1 年間毎日の

睡眠時間はたったの 3-4 時間でした。今考えてみる

と相当ハードなスケジュールだったと思いますが、

両親に負担を与えず、自らの力で日本へ行きたいと

考えたため、忙しい毎日でも楽しく過ごすことがで

きました。 



私は「速度を上げるばかりが、人生ではない」とい

うマハトマ・ガンジーの言葉を大切に心に刻んでい

ます。大学入学の時期が２年遅れ、軍隊への入隊で

大学卒業が３年遅れ、そして日本への留学と他人か

ら見ると、私は少し遅れた人生を過ごしてきました。

ですが、受験生の時から学業とアルバイトを両立さ

せるなかで得られた時間配分能力、そして教官とし

て軍隊で築きあげた人間関係をとおして、望ましい

人間関係の形成方法など、多くの事を学ぶことがで

きました。現代の社会において、スピード感をもつ

ことの重要性について、もちろん認識をしています。

そのスピード感とともに、本質を見失わないような

時間の使い方をすることが同時に必要であると、自

分の経験から痛感いたしました。どのような場面に

おいても、その時、その瞬間に与えられた時間は、

無駄にせず、真摯に使うことが、あらゆる事柄の本

質を見失わないために重要であると思っています。

一日、24時間は、誰にでも平等にやってくる時間で

す。しかし、誰がどのように使うかによって、その

時間の価値は大きく変わってくると思います。私は、

今までの経験から、限られた時間を有意義に使うこ

との重要性を、誰よりも深く認識していると思いま

す。 

 私が本日、この場に立ちスピーチできること、家

族のような千里メイプルロータリークラブの方々に

出会ったこと、そして今後大阪心斎橋ロータリーク

ラブにおいて、ロータリーの奉仕精神などを学び、

それを糧に今後社会に貢献していきたいと思ってお

ります。 

 私は今後も、少し遅れた自分の人生をハンディキ

ャップとして思うのではなく、ロータリークラブで

の出会いに導いてくれた貴重な経験だと考えながら、

今後も時間を有意義に使うことの重要性を肝に銘じ、

充実した毎日を過ごしていきたいと思います。 

 本日は長い時間、お話を聞いていただき、ありが

とうございます。ご清聴ありがとうございました。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．関西大学社会学研究科 2年次生 

潘倩儀（パンチェンイー）さん 台湾出身 女性  

 

 

 

 



 

 

 

 

上記パワーポイントを用いて、日本のロータリーク

ラブと台湾のロータリークラブとの歴史的な関わり

や、台湾のロータリークラブの歩み、現状なども話

していただきました。 

留学生２名も２０１５年度の米山奨学生とのことで

本日の例会は、中国・韓国・台湾の米山奨学生達を、

お招きしての国際交流が図れました。 

 

崔昇天（チェスンチョン）さん 韓国出身 関大 

 

潘倩儀（パンチェンイー）さん 台湾出身 関大

 

2015学年度米山奨学生 ショウミンツンさん阪大

 

＜ファインセッション＞     山本 友亮会員 

みんなで楽しく○×クイズを行いました。 

                   14,970円 

担当（山本 友亮）

 


